
 

 

 

 

2025（令和７）年度神奈川県立保健福祉大学大学院 

保健福祉学研究科保健福祉学専攻博士前期課程 入学試験 

 

 

筆 記 試 験 

問 題 用 紙 

 

 

① 指示があるまでは中を見てはいけません。 

② 解答はすべて解答用紙に記入してください。 

③ 解答用紙のすべてに、志望領域、受験番号、氏名を必ず記入して 

ください。  

④ 解答は問題番号ごとに別々の解答用紙に記入してください。 

 
 

 

 

【リハビリテーション領域（理学療法学）】 
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【リハビリテーション領域（理学療法学）】 

一般選抜の受験者は問題（理－１）と問題（理－３）の２問を選び、解答しなさい。 

社会人特別選抜の受験者は問題（理－２）と問題（理－３）の２問を選び、解答しなさい。 

 

問題（理－１） 

（１） フレイル、ロコモティブシンドローム、サルコペニアの概念の違いについて説明し

なさい。 

 

 

（２） 遂行機能障害について説明しなさい。 

 

 

（３） Hoehn-Yahr の重症度分類について各ステージの内容を説明しなさい。 

 

 

（４） 人工股関節全置換術後のリハビリテーション治療における術後のリスクについて、

その種類と発生予防のための観察・評価方法、予防手段を説明しなさい。 

 

 

（５） メタボリックシンドロームの定義を説明し、その治療および医学的管理について述

べなさい。 
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問題（理－２） 

問題（１）（２）に解答しなさい。 

（１） 下表 1～4 は、高齢者の生きがいの現状について調査した結果である。これらの結果

を解釈しなさい（300 字以上 400 字以内、句読点も字数に含む）。 

表 1．男女別にみた生きがい 

 

 

 

 

 

 

 

表 2．年齢階層別にみた生きがい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3．男女年齢階層別にみた生きがい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
十分感じ

ている 

多少感じ

ている 

あまり感じ

ていない 

全く感じ

ていない 
合計    値 

自由

度 

漸近有意確率

（両側） 

男 
329 544 221 38 1132  Pearsonの

カイ 2乗 
4.028 3 0.259 

29.1% 48.1% 19.5% 3.4% 100.0%  

女 
409 591 224 35 1259      

32.5% 46.9% 17.8% 2.8% 100.0%      

合計 
738 1135 445 73 2391      

30.9% 47.5% 18.6% 3.1% 100.0%      

 

  
十分感じ

ている 

多少感じ

ている 

あまり感じ

ていない 

全く感じ

ていない 
合計    値 

自由

度 

漸近有意確

率（両側） 

65-74歳 
397 599 213 21 1230  Pearsonの

カイ 2乗 
45.686 6 < 0.001 

32.3% 48.7% 17.3% 1.7% 100.0%  

75-84歳 
266 420 150 32 868      

30.6% 48.4% 17.3% 3.7% 100.0%      

85歳以上 
75 116 82 20 293      

25.6% 39.6% 28.0% 6.8% 100.0%      

合計 
738 1135 445 73 2391      

30.9% 47.5% 18.6% 3.1% 100.0%      

 

  
十分感じ

ている 

多少感じ

ている 

あまり感じ

ていない 

全く感じ

ていない 
合計    値 

自由

度 

漸近有意確

率（両側） 

男 

65-74

歳 

176 295 120 15 606  

男 
Pearsonの

カイ 2乗 
6.496 6 0.37 

29.0% 48.7% 19.8% 2.5% 100.0%  

75-84

歳 

123 201 73 18 415  

女 
Pearsonの

カイ 2乗 
53.937 6 < 0.001 

29.6% 48.4% 17.6% 4.3% 100.0%  

85歳

以上 

30 48 28 5 111  

合計 
Pearsonの

カイ 2乗 
45.686 6 < 0.001 

27.0% 43.2% 25.2% 4.5% 100.0%  

合計 
329 544 221 38 1132       

29.1% 48.1% 19.5% 3.4% 100.0%       

女 

65-74

歳 

221 304 93 6 624       

35.4% 48.7% 14.9% 1.0% 100.0%       

75-84

歳 

143 219 77 14 453       

31.6% 48.3% 17.0% 3.1% 100.0%       

85歳

以上 

45 68 54 15 182       

24.7% 37.4% 29.7% 8.2% 100.0%       

合計 
409 591 224 35 1259       

32.5% 46.9% 17.8% 2.8% 100.0%       
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表 4．健康状態と生きがい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：内閣府．令和 4 年高齢者の健康に関する調査結果． 

 

 

 

 

（２） 高齢者の生きがいを高めるためには、どのようなリハビリテーション戦略が必要と

考えられるのか、あなたの考えを述べなさい（400 字以上 600 字以内、句読点も字

数に含む）。 

 

 

  

  
十分感じ

ている 

多少感じ

ている 

あまり感じ

ていない 

全く感じ

ていない 
合計    値 

自由

度 

漸近有意確

率（両側） 

良い 
185 80 16 2 283  Pearsonの

カイ 2乗 
723.655 12 < 0.001 

65.4% 28.3% 5.7% 0.7% 100.0%  

まあ良い 
187 219 52 0 458      

40.8% 47.8% 11.4% 0.0% 100.0%      

普通 
270 554 161 15 1000      

27.0% 55.4% 16.1% 1.5% 100.0%      

あまり良

くない 

66 225 174 20 485      

13.6% 46.4% 35.9% 4.1% 100.0%      

良くない 
8 26 31 35 100      

8.0% 26.0% 31.0% 35.0% 100.0%      

合計 
716 1104 434 72 2326      

30.8% 47.5% 18.7% 3.1% 100.0%      
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問題（理－３） 

以下の英文は、学術論文におけるイントロダクションの一部である。この英文を日本語にて

300 字以上 400 字以内で要約しなさい（句読点も字数に含む）。 

 

（著作権の関係で、問題文の掲載を省略） 

 

注 1) dearth：不足 

 

出典：Nie Q, Rice LA, Sosnoff JJ, et al. Understanding wheelchair use in older adults 

from the national health and aging trends study. Archives of Physical Medicine and 

Rehabilitation 2024; 105: 514–24.より一部抜粋 

 


